
　

研
究
室
や
製
造
ラ
イ
ン
で

使
用
さ
れ
て
い
る
電
子
天
び

ん
は
、
1　

未
満
の
測
定
能

mg

力
を
持
つ
機
種
が
数
多
く
存

在
し
て
い
る
。
電
子
天
び
ん

の
性
能
管
理
は
測
定
範
囲
に

相
当
す
る
標
準
分
銅
を
使
用

す
る
の
が
原
則
だ
が
、
以
前

は
1 　

未
満
の
質
量
範
囲
、

mg

す
な
わ
ち
サ
ブ
ミ
リ
グ
ラ
ム

範
囲
の
管
理
を
直
接
的
に
は

実
施
で
き
な
い
の
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
せ
っ
か
く
天

び
ん
で
計
っ
た
計
量
結
果
を

担
保
す
る
た
め
の
校
正
に
使

え
る
分
銅
が
以
前
は
無
か
っ

た
。
近
年
、
微
量
計
量
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、
村

上
衡
器
製
作
所
で
は
、
約
1

年
前
か
ら
「
サ
ブ
ミ
リ
グ
ラ

ム
分
銅
」
を
開
発
・
販
売
し

て
い
る
。

　

今
回
は
、「
サ
ブ
ミ
リ
グ
ラ

ム
分
銅
」
に
つ
い
て
、
村
上

衡
器
製
作
所
の
村
上
昇
代
表

取
締
役
社
長
に
開
発
に
い
た

る
背
景
と
、
商
品
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
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O
I
M
L
／
J
I
S
規
格

に
な
い
質
量
範
囲
の
分
銅
開

発
で
す
の
で
、
製
品
に
求
め

ら
れ
る
条
件
を
一
か
ら
検
討

し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
質
量

の
標
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

①
質
量
の
長
期
安
定
性
。
次

に
、
分
銅
が
微
小
な
モ
ノ
に

な
る
こ
と
か
ら
、
②
堅
牢
性 

③
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
性
。
以
上

の
3
点
を
必
須
条
件
と
し

て
、
分
銅
材
質
や
分
銅
ケ
ー

ス
の
形
状
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
の

タ
イ
プ
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
表
1
）　

　
（
1
,
2
,
5
）系
統
の
公

称
値
と
分
銅
形
状
は
O
I
M

L
／
J
I
S
規
格
の
概
念
を

踏
襲
し
て
い
ま
す
。
材
質
の

チ
タ
ン
は
規
格
外
で
す
が
、

チ
タ
ン
は
表
面
に
形
成
さ
れ

る
酸
化
被
膜
が
強
固
で
安
定

し
て
い
る
た
め
、
質
量
の
長

期
安
定
性
は
問
題
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
長
期
実
証

試
験
は
現
在

も
進
行
中
）チ

タ
ン
の
密
度

は
ス
テ
ン
レ

ス
と
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
の
中

間
の
4
5
1

0　

／
3
m
で

kg
あ
り
、堅
牢
性

と
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
性（
認
視

性
）が
両
立
し

ま
す
。
ま
た
、

分
銅
セ
ッ
ト

　

サ
ブ
ミ
リ
グ
ラ
ム
分
銅
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
体
系
図

は
図
1
に
な
り
ま
す
。
弊
社

が
管
理
し
て
い
る
1　

の
特

mg

定
二
次
標
準
器
（
特
二
）
を

参
照
標
準
と
し
て
、
分
量
校

正
に
よ
り
（
0
・
5　

、
0
・

mg

2　

、
0
・
1　

）
の
ワ
ー

mg

mg

キ
ン
グ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
分
銅

（
W
S
）
の
製
作
及
び
質
量

の
値
付
け
を
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
W
S
と
等
量
校
正

す
る
こ
と
に
よ
り
製
品（
0
・

5　

、
0
・
2　

、
0
・
1

mg

mg

　

）
の
製
作
及
び
質
量
の
値

mg付
け
を
し
ま
す
。
特
二
か
ら

分
量
校
正
で
一
気
に
製
品
を

製
作
し
な
い
理
由

は
、
①
特
二
の
精

度
維
持
の
た
め
、

使
用
回
数
を
増
や

し
た
く
な
い 
②

分
量
校
正
は
高
精

度
な
校
正
が
可
能

だ
が
、
複
数
回
の

組
合
せ
校
正
が
必

要
な
た
め
長
時
間

を
要
し
生
産
性
が

悪
い
、か
ら
で
す
。

こ
の
様
に
、（
特

二
）
←
（
W
S
）

←
（
製
品
）
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
体
系
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
J
C

S
S
分
銅
校
正
の
適
用
指
針

で
は
、
校
正
対
象
を
1　

以
mg

上
と
規
定
し
て
い
る
た
め
J

C
S
S
校
正
証
明
書
の
発
行

は
現
状
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

米
国
の
校
正
サ
ー
ビ
ス
：
A

2
L
A
で
は
1　

以
下
の
校

mg

正
も
可
能
と
し
て
い
る
こ

と
、
こ
の
分
銅
の
ユ
ー
ザ
ー

の
多
く
が
公
的
な
校
正
証
明

書
を
必
要
と
し
て
い
る
実
態

な
ど
を
考
え
る
と
、
J
C
S

S
分
銅
校
正
の
適
用
範
囲
に

は
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

村
上
衡
器
製
作
所
（
大
阪
市
旭
区
赤
川
2−

　

−

　

、
村
上
昇
社
長
）
は
、
創
業
1

10

31

9
0
6
（
明
治　

）
年
2
月　

日
で
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
1
1
1
年
を
迎
え
た
老
舗
の
天

39

28

び
ん
お
よ
び
分
銅
の
製
造
販
売
と
校
正
サ
ー
ビ
ス
を
業
務
と
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
。
同
社
が
取
り
扱
っ
て
い
る
商
品
の
な
か
で
1　

未
満
の
測
定
能
力
を
も
つ
高
精
度
な

mg

分
析
天
び
ん
の
校
正
で
活
躍
し
て
い
る
「
サ
ブ
ミ
リ
グ
ラ
ム
分
銅
」
を
紹
介
す
る
。

「
分
銅
で 
は
か
り
の
精
度

管
理
を
す
る
」 
こ
れ
は
、「
分

銅
」
と
「
は
か
り
」
の
関
係

性
を
考
え
た
と
き
に
、
あ
ら

ゆ
る
質
量
範
囲
で
適
用
さ
れ

る
原
則
で
す
。
こ
の
原
則
は

今
後
も
不
変
な
の
で
す
が
、

近
年
の 
は
か
り
の
高
性
能

開
発
の
背
景

化
に
よ
り
分
銅
で
直
接
的
に

精
度
管
理
で
き
な
い
質
量
範

囲
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
O

I
M
L　

R
1
1
1−

1

／
J
I
S　

B　

7
6
0
9

で
規
定
さ
れ
て
い
る
分
銅
の

質
量
（
公
称
値
）
の
最
小
値

は
1　

な
の
で
す
が
、
1　

mg

mg

以
下
の
分
解
能
（
目
量
）
を

も
つ 
は
か
り
の
精
度
管
理

に
対
し
て
は
1　

分
銅
で
も

mg

大
き
過
ぎ
る
の
で
す
。 
実
際

に
、
高
分
解
能
は
か
り
ユ
ー

ザ
ー
（
主
に
製
薬
業
）
か
ら

の
1　

分
銅
以
下
の
分
銅
に

mg

関
す
る
問
合
せ
頻
度
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

分
銅
メ
ー
カ
ー
と
し
て
長
年

蓄
積
し
て
き
た
微
小
分
銅
の

製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

1　

以
下
、
い
わ
ゆ
る
「
サ

mg
ブ
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
分
銅
の
開

発
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の

開
発
案
件
は
中
小
企
業
庁
よ

り
2
0
1
3
（
平
成　

）
年

25

度
補
正
も
の
づ
く
り
補
助
金

の
対
象
事
業
に
も
採
択
さ

れ
、
試
作
・
検
討
を
重
ね
た

後
に
商
品
化
に
成
功
、
2
0

1
5
（
平
成　

）
年
9
月
に

27

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

想
定
内
の
規
格
外

に
付
属
す
る
ピ
ン
セ
ッ
ト
は

通
常
の
タ
イ
プ
と
は
逆
の
ク

ロ
ス
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
選
定
し

ま
し
た
。
分
銅
リ
リ
ー
ス
時

に
指
先
に
力
を
入
れ
、
分
銅

ホ
ー
ル
ド
時
は
ピ
ン
セ
ッ
ト

の
バ
ネ
力
の
み
で
保
持
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
分
銅
の
損
傷

防
止
や
紛
失
防
止
へ
の
対
策

で
す
。

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

体
系

サブミリグラム分銅

【表1】サブミリグラム分銅セットの仕様

ち
な
み
に
、製
造
工
程
で
は
、

弊
社
の
1　

分
銅
（
板
状
ス

mg

テ
ン
レ
ス
）
と
同
様
に
、
板

状
チ
タ
ン
か
ら
分
銅
形
状
に

合
わ
せ
て
ハ
サ
ミ
で
切
り
出

し
ま
す
。
1
／
1
0
0
0
0

　

単
位
の
微
調
整
も
ハ
サ
ミ

mgで
切
り
取
る
だ
け
で
す
。
こ

こ
が
職
人
の
経
験
と
勘
ど
こ

ろ
な
の
で
す
。

　

村
上
衡
器
製
作
所
は
、
1

9
0
6
（
明
治　

）
年
の
創

39

業
以
来
、
一
貫
し
て
質
量
の

計
量
器
（
は
か
り
・
分
銅 
等
）

の
製
造
に
携
わ
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
計
量
法
で
規
定
さ

れ
て
い
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
体
系
の
中
で
、
産
業
界

を
対
象
と
し
て
独
自
性
を

持
っ
た
役
割
と
実
績
を
担
っ

て
い
る
。
ま
た
、
祖
業
で
あ

る
機
械
式
天
び
ん
の
製
造
に

お
い
て
も
、
小
学
校
教
育
向

け
の
理
科
教
育
資
材
メ
ー

カ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

1
、
質
量
の
標
準
供
給

　

弊
社
で
は
、
国
立
研
究
開

発
法
人 
産
業
技
術
総
合
研

究
所
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
る

特
定
二
次
標
準
器
（
1　

～
mg

　
　

）
を
保
有
し
て
い
る
。

20
kg

こ
れ
を
社
内
の
標
準
器
の
頂

点
に
位
置
づ
け
、
日
本
工
業

村
上
衡
器
製
作
所
の
主
要
な
事
業

1
、も
の
づ
く
り
現
場
の
は
か
り
管
理
で
用
い
ら
れ
る
質
量
標

　

準
分
銅
の
製
造
と
供
給

2
、質
量
標
準
分
銅
の
定
期
的
な
校
正
サ
ー
ビ
ス
と
公
的
証

　

明
書
発
行（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
）

3
、小
学
校
理
科
教
育
で
用
い
る
上
皿
天
び
ん
の
製
造

会
社
概
要

規
格 
J
I
S　

B　

7
6

0
9
「
分
銅
」
で
規
定
さ
れ

て
い
る
精
度
等
級
E
2
級
か

ら
M
2
級
ま
で
の
標
準
分
銅

を
製
造
し
、
市
場
に
供
給
し

て
い
る
。
特
に
、
精
度
等
級

F
1
級
か
ら
M
2
級
の
公
称

値
1　

～　
　

の
標
準
分
銅

mg

20
kg

は
2
0
0
9
（
平
成　

）
年

21

に
新
J
I
S
マ
ー
ク
表
示
制

度
の
認
証
を
受
け
て
お
り
、

J
I
S
マ
ー
ク
付
分
銅
と
し

て
標
準
供
給
し
て
い
る
。
弊

社
で
は
、
材
料
の
仕
入
れ
か

ら
設
計
、
機
械
加
工
、
質
量

調
整
ま
で
の
す
べ
て
の
製
造

工
程
を
自
社
内
で
実
施
し
て

お
り
、標
準
品
の
み
な
ら
ず
、

特
殊
な
質
量
や
形
状
の
分
銅

の
供
給
も
可
能
な
製
造
体
制

と
技
術
的
能
力
を
有
し
て
い

る
。

2
、
J
C
S
S
質
量
校
正
事

業
　

弊
社
は
、
1
9
9
6
（
平

成
8
）
年
に
、
国
内
で
2
番

目
に
J
C
S
S
分
銅
校
正
事

業
者
の
認
定
を
受
け
た
。（
登

録
番
号
：
J
C
S
S 
0
0

6
6
）
ま
た
、
2
0
0
3

（
平
成　

）
年
に
は
、
国
内

15

で
最
初
に
J
C
S
S
は
か
り

校
正
事
業
者
の
認
定
を
受
け

た
。
そ
れ
以
来
、
制
度
の
普

及
・
発
展
も
相
ま
っ
て
弊
社

に
お
け
る
J
C
S
S
校
正
事

業
は
順
調
に
進
展
し
て
き

た
。

　

も
の
づ
く
り
現
場
に
お
け

る
ユ
ー
ザ
ー
は
、
質
量
の
計

測
に
使
用
し
て
い
る
計
量
器

（
は
か
り
）
の
機
器
管
理
の

た
め
に
、
は
か
り
の
仕
様

（
ひ
ょ
う
量
／
目
量
）
に

あ
っ
た
質
量
の
標
準
、
す
な

わ
ち
「
標
準
分
銅
」
で
定
期

的
に
機
能
の
管
理
を
す
る
必

要
性
が
あ
る
。
ま
た
、
標
準

分
銅
は
金
属
製
で
あ
る
た
め

僅
か
で
は
あ
る
が
質
量
の
経

年
変
化
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
外
部
機
関
に
よ

る
定
期
的
な
「
質
量
校
正
」

が
必
要
に
な
る
。
ユ
ー
ザ
ー

は
、
こ
の
様
な
計
量
器
の
維

持
管
理
を
円
滑
、
か
つ
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
で
信
頼

性
の
高
い 
も
の
づ
く
り
を

実
現
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

図1.トレーサビリティ体系図

村上昇社長



創
業
1
9
0
6
（
明
治　

）
39

年
2
月　

日
28

設
立
1
9
4
8
（
昭
和　

）
23

年
5
月　

日
14

　

（
明
治　

）
年
2
月　

大

06

39

阪
市
福
島
区
に
て
秤
専
門
製

作
の
個
人
営
業
と
し
て
創
業

　

（
昭
和　

）
年　

戦
時
下

44

19

の
政
府
命
令
に
よ
り
大
阪
市

旭
区
に
移
転

　

（
昭
和　

）
年
5
月　
　

48

23

（株）

村
上
衡
器
製
作
所 
設
立

　

（
平
成
8
）
年
6
月　

J

96C
S
S
認
定
事
業
者
（
分
銅

等
）
認
定
取
得
（
国
内
2
番

目
）

2
0
0
0
（
平
成　

）
年　

12

12

月 
I
S
O
9
0
0
1 
認
証

取
得

　

（
平
成　

）
年
2
月　

J

03

15

C
S
S
認
定
事
業
者
（
は
か

り
）
認
定
取
得
（
国
内
初
）

　

（
平
成　

）
年
6
月　

新

09

21

社
屋 
大
規
模
改
築 
完
了

　

（
同
）
年　

月 
J
I
S

09

11

マ
ー
ク
表
示
制
度
「
分
銅
」

認
証
取
得
（
国
内
初
）

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、
弊
社

は
標
準
供
給
と
質
量
校
正
の

両
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
自
社
内
に
恒

久
的
な
設
備
と
技
術
要
員
を

確
保
し
て
お
り
、
ニ
ッ
チ
な

分
野
で
は
あ
る
が
、
全
国
的

に
高
い
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て

い
る
。

3
、
小
学
校
理
科
教
材
「
上

皿
天
び
ん
」

　

弊
社
の
祖
業
で
も
あ
る
機

械
式
天
び
ん
の
製
造
は
現
在

も
継
続
し
て
お
り
、
計
量
機

器
販
売
業
者
を
経
由
し
て
市

場
に
供
給
し
て
い
る
。
一
方

で
、
機
械
式
天
び
ん
の
分
類

に
属
す
る
「
上
皿
天
び
ん
」

は
小
学
校
理
科
教
育
の
教
材

と
し
て
の
側
面
も
持
ち
、
学

校
教
育
資
材
業
者
を
経
由
し

て
全
国
の
小
学
校
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。
以
前
は
上
皿
天

び
ん
の
国
内
他
メ
ー
カ
ー
も

存
在
し
た
が
、
そ
の
後
他

メ
ー
カ
ー
の
廃
業
・
事
業
縮

小
な
ど
に
よ
り
、
月
産
数
百

台
単
位
で
の
生
産
能
力
を
持

つ
国
内
メ
ー
カ
ー
は
弊
社
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
に

向
け
て
生
産
・
出
荷
対
応
し

て
い
る
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

沿　

革

分銅のバフ研磨工程 JCSS分銅校正

技術研鑽中の若手天びん職人 大阪ものづくり優良企業賞2016
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